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さくら招へいプログラムへの申請に関してのみ、
web受付システムにより以下の流れで申請してください。

仮申請 受付番号発行

本申請
交流計画書の作成

申請完了
一時保存

差戻し
受付

受付完了

一時保存

申請完了

受付

差戻し

申請者

web受付システムについて

実施主担当者でも、
事務担当の方でも可



2

さくらサイエンスプログラムHPで公開している
仮申請用URLからアクセス。

受入れ機関名は一部入力すると該当する機関名が
プルダウンで表示されるので、該当する機関名を選択。
初申請・検索で見つからない場合は直接入力。

仮申請の手順（１）



3

必要事項を入力し「仮申請」をクリックすると、
登録いただいたメールアドレス宛に仮申請完了メールが届く。

仮申請の手順（２）
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仮申請完了メールに記載されているID（
受付番号）およびパスワードを入力。
※受付番号は取得年度内は使用可能。
※１つの受付番号で１件の申請が可能。

本申請の手順（ログイン）

仮申請完了メールに記載されている本申請用URLからアクセス。
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①webシステム上で入力。

本申請の手順（入力方法選択）

申請内容を入力する方法は２つ。

②補助的な機能として、Excelファイルの交
流計画書の内容を読込むことも可能。
ただし、最終的にはweb受付システム上の

画面で内容を確認、必要に応じて追加入力
してから、「入力完了」する必要があります。
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本申請の手順（タブ移動、一時保存）

中 略

Excelの交流計画書に合わせたシート構成。
タブでシート間を移動可能。

補助的な機能として、入力途中の情報
をExcelの交流計画書にアウトプットす
ることが可能。ただし、Excelの交流計

画書にない項目は保存されないため、
途中保存したExcel読込みによって入

力を再開するときには、再度入力する
必要があります。

情報セキュリティ強化のため、一
定時間、操作されなかった場合は
自動的にログアウトされます。

定期的にページ上下のタブをクリ
ックしセッション情報の更新を行っ
てください。タイムアウトするまで
の時間は1時間で、タブを移動す

ればリセットされますのでご注意
をお願いします。
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本申請の手順（送出し機関概要１）

まずは国名／地域名を選択。

都市名、機関種別（大学、高校など）を選択する
と絞り込みが可能で、送出し機関名（日本語）が
検索できるようになっているので、申請実績の
ある機関については機関名を検索して選択。初
申請・検索で見つからない場合は直接入力。
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本申請の手順（送出し機関概要２）

たとえば、国／地域名で中国を選択後、送出し機関名（日本語）欄で、

「北京大学」を選択肢から選択もしくは入力すると、都市名、機関種別は
自動入力されてロックがかかり、送出し機関名（英語）、住所、URLは、
JSTが整備しているマスタデータの内容が自動入力されます。

中国（香港・マカオ以外の都市）から招へいす
る場合は、登録番号欄が表示されるので、
JSTへの申請前に中国側で届出時に交付され
る登録番号を入力してください。

中国側での届出が行われていない申請は不
受理となりますので、ご注意をお願いします。

「海外の機関名リスト」の「機関名称_日本語」
の情報をコピペして入力していただければ、

マスタデータの内容が自動入力されますので
是非ご活用ください。
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本申請の手順（送出し機関概要３）

Excelの交流計画書を読込む際の注意点として、

送出し機関名（日本語）および（英語）欄が両方と
も、「マスタデータ」に一致する場合のみ、web受付
システム上に反映されます。
それ以外の場合はExcelの交流計画書を読み込ん
でも、空欄になりますのでweb受付システムの画
面上で確認してから入力してください。

一時保存する際の注意点として、
代表者、住所、電話、URLはExcel
の交流計画書には入力欄がない
ため、web受付システムの機能で
一時保存しても、Excelの交流計

画書にはデータは保存されませ
ん。Excelの交流計画書を読み込

んで再開するときには再度入力
が必要です。



本申請の手順（添付ファイル）
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必要事項を入力後、申請画面右下の「入力完了」をクリックし、
入力エラーがなければ、この画面に遷移します。

事前に「安保様式１および安保様式２」に
ついて必要事項を入力の上、ご準備いた
だき、こちらから添付してから、「申請完了
」をクリックしてください。

2022年度以降の公募での申請にあたっては、安全保障貿易管理にかかる対応が必要になり

ました。安保様式１（安全保障貿易管理への対応状況報告書）をさくらサイエンスプログラム
HPから入手し、必要事項を入力の上、必ず本web受付システム上でファイルを添付することで
提出してください。

※安保様式２（安全保障貿易管理の体制を構築することの誓約書）については、必要に応じ
て期日までにご提出をお願いします。

詳細については募集要項 別添３ 安全保障貿易管理について（海外への技術漏洩への対
処）をご参照ください。
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本申請完了後の注意事項

本申請が完了した申請内容については、上部のタブから閲覧および以下の「申
請内容ファイル出力」ボタンからExcelファイル出力が可能ですが、
申請者による引き戻し・再編集は不可です。どうしても修正が必要な場合、JSTの
窓口（ssp-shinsei@jst.go.jp）までご連絡いただき、差戻しの依頼をしてください。

公募回ごとの受付締切後、JSTにて名寄せ等の作業を行い、

その結果によって、申請いただいた内容（主に受入れ機関・
送出し機関に関する情報）をJSTから修正のお願いをさせて
いただく場合がありますのでご協力をお願いいたします。

この点については採択通知等であらためてお知らせいたし
ます。


	　
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	　本申請の手順（添付ファイル）
	スライド番号 11

